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『法
華

玄
義
』

に
お
け

る
智
妙

に

つ
い
て

四
六

曹

良

淑

法
華

玄
義

の
述
門
十
妙

の
中
で
自
行

の
因
に
属
す
る
の
は
、
境
妙

・

智
妙

・
行
妙

・
位
妙

の
四
種
で
あ
り
、
仏
道
を
修
行
す
る
も

の
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
修
行
次
第
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
境
妙
と

は
法
華
円
教
の
対
境
た
る
実
相

の
理
法
で
あ
り
、
そ
の
理
法
は
観
に
あ

ら
ざ
れ
ば
明
か
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
即
ち
理
を
解
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
智
が
生
ま
れ
る
か
ら
智
妙
は
実
相

の
理
法
を
把
え
る
円
智
で
あ
る
。

従

っ
て
境
妙
の
次
に
智
妙
を
置
く
と
い
う
。
所
謂
る
天
台
智
顎
は
仏
果

に
達
す

る
実
相
の
行
を
修
す
る
を
仏
因
と
説

い
て
そ
の
方
法
は
、
但
だ

智
を
以
て
知
る
と
い
う
決
定
的
な
結
論
を
下
し
て
い
る
。
言

い
換
え
れ

ぽ
、
天
台
教
学
に
お
け
る
究
極

の
課
題

で
あ

る
諸
法
実
相

の
得
知
に

は
、
煩
悩
の
克
服
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
天
台
に
お
い
て
煩
悩
は
基

本
的
に
見
思
・
塵
沙

・
無
明
の
三
惑
で
あ
り
、
こ
の
三
惑
の
対
治
克
服

の
方
法

と
し
て
、
示
さ
れ
て
い
る
の
が
三
観
で
あ
る
。
三
惑
は
結
局
智

慧

の
働
き
に
よ

っ
て
克
服
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
三
観
を
立
て
る

が
、
三
観
が
空
観
か
ら
仮
観

へ
、
仮
観
か
ら
中
観

へ
、
段
階
的
に
行
わ

れ
る
場
合
を
次
第
三
観
と
い
い
、
そ
の
所
観
の
対
境
を
隔
歴
三
諦
と
い

う
。
し
か
し
円
教
に
お
い
て
は
初
め
よ
り
こ
の
三
を

一
心
に
融
じ
て
観

ず
る
か
ら

一
心
三
観
と
い
う
。
別
教
は
中
道

を
信
じ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
初
地
以
上
に
期
し
、
ま
ず
さ
き
に
空

を
観
じ
、
次
に
仮
を
観
じ

而
る
後
に
中
道
を
観
じ
る
。
従

っ
て
別
教
の
場
合
は
十
地
以
後
よ
り
円

智
に
は
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
三
諦
は
真
理
で
あ
り
、
三
観
は
智

慧
で
あ
る
か
ら
三
諦
の
境
を
三
観
の
智
を
以
て
認
識
す
る
な
ら
ば
、
真

如
実
相
の
妙
理
に
円
教
の
妙
智
が
合

一
し
て
、
境
と
智
と
が
即
す
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
即
空
即
仮
即
中
の
不
次
第
の

一
心
三
観

の
め
ざ
す
内
面
性
を
見
る
と
す
れ
ば
、
法
華
経
の
宗
旨
を
仏
の
智
慧
を

説
く
所
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば

実
慧
は
妙
境
を
照
ら
す
も
の
で
、
結
局
智
妙

に
と

っ
て
境
妙
は
そ
の
内

容
で
あ
り
、
智
妙
は
本
有
な
る
中
道
実
相
の
理
を
照
ら
す
円
智
即
ち
仏

智
に
ほ
か
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
す
る
と
法
華
円
教
が
妙
境
と
し
て
挙
げ
る
七
種
の
境
を

照
ら
す
円
智
ど
は
、
具
体
的
に
な
に
で
あ
る

の
か
を
智
妙
の

「対
境
明

智
」
の
段

の
中
、
円
教

の
不
思
議
不
生
不
滅
十
二
因
縁
の
境
を
照
ら
す
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上
上
智
観
の
内
容
を
検
討
し
て
見
よ
う
。
ま
ず
四
種
の
十
二
因
縁
の
境

に
対
す

る
智
を
明
か
す
と

こ
ろ
は
、
「
下
智
観
の
故
に
声
聞
の
菩
提
を

得
、
中
智
観
の
故
に
縁
覚
の
菩
提
を
得
、
上
智
観

の
故
に
菩
薩
の
菩
提

を
得
、

上
上
智
観
の
故
に
仏
の
菩
提
を
得
る
」
と
い
う
四
種
智
観
を
羅

列
し
て
そ
の
中
で
上
上
智
観
を
円
教
の
智
慧
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
な
ぜ
上
上
智
観
が
余
の
三
種
智
慧
よ
り
勝
れ
て
い
る
か

を
検
討

し
て
み
る
必
要
が
あ

る
。
三
蔵

の
人
は
析
智

(但
空
観
)
を
以

て
界
内

の
十
二
因
縁
の
事
を
観
ず
る
か
ら
初
門
で
あ
り
、
そ
の
智
慧
は

浅
弱
で
あ
る
か
ら
下
智
観
で
あ
る
と
。
そ
の
次
通
教
の
立
場
は
、
体
智

(体
空
観
)
を
以
て
界
内
の
理
を
観
ず

る
立
場
で
あ

る
。
体
法
は
深
く

し
て
三
蔵
教
に
比
す
れ
ば
高

い
が
、
別
教
に
比
す
れ
ば
劣
る
。
従

っ
て

中
間

の
縁
覚
を
と

っ
て
中
智
観
と
す
る
。
三
番
目
の
別
教

の
場
合
は
、

仏
と
菩
薩
と
倶
に
界
外
の
十
二
因
縁

の
事
を
知
る
。
次
第

の
菩
薩
を
仏

に
比
す
れ
ば
、
上
で
は
な
い
が
、
通

・
蔵
教
に
比
べ
る
と
上
法
で
あ
る

か
ら
上
智
観
と
す
る
と
、
最
後
の
円
教
は
仏
と
菩
薩
と
が
共
に
界
外
の

十
二
因
縁
の
理
を
観
じ
る
。
初
心
も
事
に
即
し
て
し
か
も
中
道
実
相
を

観
じ
る
。

こ
の
法
は
最
も
勝
る
か
ら
上
上
智
観
と
い
う
と
、
(『法
華
玄

義
』
国
訳
一
切
経

)
こ
こ
で
界
内

・
界
外

の
事
理
の
見
方
か
ら

四
種
の
下

.
中

.
上

・
上
上
の
智

の
働
き
の
区
分
が
生
じ
る
。
即
ち
円

智
は
界
外
の
理
を
観
じ
る
。
と
い
う
こ
と
は
具
体
的
に
ど
ん
な
意
味
を

示
す
も

の
な
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
天
台
が
示

す
円
智

の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
智
妙
に
つ
い
て

(曹
)

四
智

の
中
で
、
別
教

の
立
場
で
あ
る
上
智
観
と
は
、
徹
底
し
た
円
教

実
相
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
も
ろ
も
ろ
の
差
別
相
を
性
に
還
元
し
て

後
に
初
め
て
得
る
と
こ
ろ
の
果
地
融
通
の
論
理
で
あ
る
。
従

っ
て

一
切

の
事
を
観
じ
る
と
い
う
こ
と
で
上
智
観
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
る
に
法

華
円
教
で
は
、
煩
悩
の
意
識
や
行
為
の
中
に
そ
の
ま
ま
真
如
や
仏
性
の

活
動
が
あ
る
と
説
く
。
即
ち
界
外
の
理
を
観
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
結

局
中
道
実
相
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
中
道
実
相
と
相
応
す
れ
ば
仏
界
を

顕
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ

の
仏
界
を
顕
出
す
る
上
上

智
観

の
働
き
は
ど
ん
な
も

の
で
あ
る
か

『法
華
玄
義
』
三
上
に
、

上
上
智
観

者
観

受
由

触
乃
至
行
由

無
明

知

十
二
支
三
道
即
是
三

徳

豈
可

断

破
三
徳

更
求

三
徳

則
壊

諸
法
相

煩
悩
道
即
般
若
。
当

知
煩
悩
不

闇
。
般
若
即
煩
悩

般
若

不

明
。

煩
悩

既
不

闇
。
何
須

更
断

般
若
不

明

何
所

能
破
。
闇
本
非

闇
不

須

於
明

如

者
婆
執

毒
成

薬
。
豈
可

捨

此
取

彼
。

業
道
即
是
解
脱

者
。
当

知
業
道
非

縛
。
解
脱
即
業

者
脱
非

自
在
幻
業

非

縛
故
何
所

可

離
。
脱
非

自
在

何
所

可

得
。
如

神
通
人

豈
避

此
就

彼
耶
。
苦
道
即
法
身

者
。
当

知
苦
非

生
死
幻
法
身
即
生
死

法

身
非

楽
。
苦
非

生
死

何
所

可

憂
。
法
身
非

楽
何
所

可

喜
。
如

彼

虚
空
無

得
無

失
不

欣
不

戚
。
如

是

観

者
三
道
不

異
三

徳
刃
三
徳

不

異
三

道

亦
於

三
道

具
一

切
仏
法

何

者

道
即
三
徳
是
大
涅

槃

名

秘
密
蔵

此
即
具

仏
果
幻
深
観

十
二
因
縁

即
是
坐
道
場
。
此

即
具

仏
因

仏
因
仏
果
皆
悉
具
足
。
余
例
可

知
。
是
名

上
上
智
観

十

二
因
縁

得

仏
菩
提

(仏
教
大
系

2
、

4
2
4
)

四
七

541



『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
智
妙
に
つ
い
て

(曹
)

と
語

っ
て
い
る
。
即
ち
受
は
触
に
因
り
乃
至
行
は
無
明
に
因
る
と
観
じ

て
、
十
二
支
の
三
道
即
ち
三
徳
な
る
と
知
る
な
ら
ば
、
三
徳
を
断
破
し

て
更
に
三
徳
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。
即
ち
真
妄
の
法
体
の
本
に
別
が

な
い
こ
と
を
知
る
と
す
れ
ば
、
円
融
円
満
に
三
道
即
三
徳
は
仏
因
仏
果

乃
至
初
後
不
二

一
位
即

一
切
位
と

し

て
煩
悩
道
即
般
若

・
業
道
即
解

脱

・
苦
道
即
法
身
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
道
が
三
徳
に
異
な
ら
な
い

こ
と
を
し
れ
ば
、
三
徳
を
断
じ
て
三
徳
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。
従

っ

て
四
種

の
十
二
因
縁

の
な
か
、
前
三
種
は
麓
で
あ
り
、
後
の

一
は
妙
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
麁
妙
は
対
立
す
る
の
で
な
く
、
麓
即
妙
と
止
揚
さ

れ
て
諸
法
実
相
の
真
生
命
を
顕
す
こ
と
に
な
る
。

ま
た
こ
こ
で
具
体
的
に
界
外
の
理
を
観
じ
て
生
死
輪
廻
の
根
本
で
あ

る
無
明
を
断
ず
る
と
い
う
方
法
を
覗
い
て
見

よ
う
。
『摩
訶
止
観
』
の

正
修
章

の
観
陰
入
境
の
と
こ
ろ
に
、

若
依

華
厳

云
。
心
如

工
書
師

書

種
種
五
陰

界
内
界
外

一
切
世
間

中
。
莫

不

従

心
造

世
間
色
心
尚

巨
究
尽
幻
況

復
出
世

寧

可

凡
心

知

凡
眼
翳

尚
不

見

近
。
那
得

見

遠
。
弥
生
広
去

不

観

界
内

隅

況

復

界
外
辺
表
。

(中
略
)
縦
令
解

悟

小
乗

終

非
大
道

刃
(中

略
)

然

界
内
外

一
切
陰
入
皆
由

心
起
。
仏
告

比

丘
一

法
摂

一
切
法

所

謂
心
是
。
論

云
。

一
切
世
間
中

但
有

名
与

色

。
若
欲

如

実
観

。
但
当

観

名
色

心
是
惑
本

其
義
如

是
。
(仏
教
大
系

三
巻

2
2
1
)

と
い
う
。
こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
見
る
と
、
観
心
と
は
迷
妄
の
日
常
心
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
対
立
を

一
体
と
し
て
心
に
統

一
還
元
す
る
こ
と
を

四
八

不
可
欠
の
方
法
と
し
て
採
択
し
て
い
る
。
則

ち
界
内

外

の

一
切
の
陰

(五
薀
)
入

(内
-
六
根

・
外
-
六
境
)
は
心
が
作
り
出
し
た
も
の
で
、
界

み

外
の
理
を
観
じ
る
と
い
う
具
体
的
な
方
法
は
、
結
局
心
を
観
よ
と
説
か

れ
て
い
る
。
そ
し
て

一
法
に

一
切
法
を
摂
す
る
と
い
う
の
は
、
即
ち
心

で
あ
り
、

一
切
世
間
は
、
但
だ
名
と
色
の
み
で
あ
る
が
、
も
し
実
の
如

く
観
じ
る
と
す
れ
ば
、
色
等
の
四
陰
を
置
い
て
但
だ
識
陰
を
観
ず
れ
ば

よ
い
と
。
そ
の
識
陰
と
は
、
心
そ

の
も

の
で
あ
り
、
そ

の
心
は
、
惑

の

本
で
あ
る
。
従

っ
て
煩
悩

の
根
本
で
あ
る
無
明
を
断
じ
る
と
す
れ
ば
、

円
頓
障

の

「初
め
よ
り
実
相
を
縁
ず
。
境
に
造
る
に
即
ち
中
、
真
実
な

ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
縁
を
法
界
に
繋
け
、
念

を
法
界
に

一
う
す
。

一
色

一
香
も
中
道
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う

よ
う
に
、
事
物

の
存
在
価

値
を
正
し
く
認
知
す
る
こ
と
が
実
相

の
妙
理
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
人

間

の
本
然

の
道
理
と
し
て
寂
滅
道
場
で
あ
り
、
仏
性
で
あ
り
、
涅
槃
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
因
縁
境

の
見
え
方

に
は
浅
深
の
差
が

あ
る
か
ら
次
位
を
設
け
る
と
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

十
二
因
縁
、
上
上
智
観
、
中
道
実
相

(立
正
大
学
大
学
院
修
了
)
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